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ガイナーレ鳥取は1983年、前身である鳥取県内の教職員で

構成されたサッカーチーム『鳥取教員団』としてスタート。

2023年シーズンの成績は14勝14分10敗で６位、終盤戦まで

昇格争いをする大きな活躍を見せてくれました。

いよいよ「明治安田Ｊ３リーグ・2024シーズン」が開幕し

ます！新たな選手・スタッフを迎えた「ガイナーレ鳥取」。

2013年シーズン以来となるＪ２昇格を願っています。

今 月 の 表 紙

ガイナーレ鳥取（©GAINARE TOTTORI）

明治安田Ｊ３リーグ明治安田Ｊ３リーグ
2024シーズン開幕2024シーズン開幕

地元で事業を営む「あなた」に寄り添う
鳥取銀行のコンサルティング

ご相談はお近くの鳥取銀行窓口まで
鳥取銀行にご相談ください

経
営
に
関
す
る

お
悩
み

解
決
し
ま
す
！

へ
ぇ
！ 

銀
行
に

そ
ん
な
お
願
い

で
き
る
ん
だ戦略策定

補助金
申請

販路支援 事業承継
Ｍ＆Ａ
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動 向

　
鳥
取
商
工
会
議
所
の
２
０
２
４
年

新
年
祝
賀
会
、
叙
勲
・
褒
章
受
章
者

祝
賀
会
が
１
月
５
日
（
金
）、
鳥
取

市
今
町
２
丁
目
の
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー

オ
ー
タ
ニ
鳥
取
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　
祝
賀
会
に
は
児
嶋
祥
悟
会
頭
ら
役

員
、
議
員
、
常
任
相
談
役
を
は
じ
め
、

舞
立
昇
治
参
議
院
議
員
、
平
井
伸
治

鳥
取
県
知
事
、
深
澤
義
彦
鳥
取
市
長

ら
来
賓
含
め
て
約
１
３
０
人
が
出
席

し
ま
し
た
。

　
国
歌
斉
唱
の
あ
と
、
鳥
取
商
議
所

青
年
部
の
井
上
直
樹
会
長
と
同
女
性

会
の
中
井
英
子
会
長
が
開
会
宣
言
し
、

「
今
年
の
干
支
は
甲
辰
。

物
事
の
始
ま
り
を
意
味

し
、
こ
れ
ら
が
芽
と

な
っ
て
成
長
し
、
活
気

あ
ふ
れ
る
年
と
さ
れ
て

い
る
。
コ
ロ
ナ
禍
の「
停

滞
」
か
ら
「
成
長
」
へ

と
マ
イ
ン
ド
を
切
り
替

え
、
時
代
の
大
き
な
変

化
を
的
確
に
捉
え
、
自

己
変
革
に
挑
戦
し
て
い

く
」
と
表
明
し
ま
し
た
。

　
児
嶋
会
頭
は
、
年
頭

の
あ
い
さ
つ
で
深
刻
化

す
る
環
境
問
題
を
提
議
。

「
論
語
」
の
一
節
で
あ

る
『
人
間
で
あ
る
限
り

過
ち
の
な
い
者
は
い
な
い
。
だ
が
本

当
の
過
ち
と
は
、
過
ち
と
知
り
な
が

ら
反
省
を
怠
り
、
な
お
改
め
な
い
こ

と
』
を
引
き
合
い
に
出
し
、「
歩
ん

で
き
た
道
や
未
来
に
向
け
た
地
域
の

あ
る
べ
き
姿
に
し
っ
か
り
と
目
を
向

け
、
地
域
経
済
の
発
展
の
た
め
に
尽

力
し
て
い
き
た
い
」
と
述
べ
ま
し
た
。

　
続
い
て
、
昨
年
秋
の
叙
勲
を
受
章

し
た
鳥
取
県
板
金
工
業
組
合
元
理
事

長
・
山
根
実
氏
（
旭
日
双
光
章
・
専

門
工
事
業
振
興
功
労
）
と
、
秋
の
褒

章
を
受
章
し
た
松
谷
ポ
ン
プ
㈱
代
表

取
締
役
・
山
下
竜
一
氏
（
黄
綬
褒
章
・

業
務
精
励
）
の
二
人
を
紹
介
。
当
日

出
席
の
山
下
氏
が
登
壇
し
、
児
嶋
会

頭
か
ら
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
あ
と
来
賓
の
祝
辞
に
続
い
て

祝
宴
に
入
り
、
出
席
者
ら
は
新
年
の

あ
い
さ
つ
を
交
わ
し
、
今
年
１
年
の

決
意
を
新
た
に
し
て
い
ま
し
た
。

鳥取商工会議所　新年祝賀会、叙勲・褒章受章者祝賀会鳥取商工会議所　新年祝賀会、叙勲・褒章受章者祝賀会

新たな年の飛躍誓う！新たな年の飛躍誓う！
昇り龍のごとく 地域経済の発展を！昇り龍のごとく 地域経済の発展を！

あいさつする児嶋会頭

和やかな雰囲気で行われた新年祝賀会

山下竜一氏
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動 向

　
山
陰
近
畿
自
動
車
道
整
備
推
進
議

員
連
盟
（
会
長
・
石
破
茂
衆
議
院
議

員
）
と
山
陰
近
畿
自
動
車
道
整
備
推

進
協
議
会
（
会
長
・
西
脇
隆
俊
京

都
府
知
事
）
の
主
催
に
よ
る
「
山
陰

近
畿
自
動
車
道
」
の
全
線
開
通
を
目

指
す
決
起
大
会
が
１
月
23
日
（
火
）、

東
京
都
千
代
田
区
の
衆
議
院
第
一
会

館
で
開
か
れ
、
地
元
選
出
国
会
議
員

や
３
府
県
知
事
、
地
元
の
経
済
、
農

林
水
産
関
係
者
ら
約
２
０
０
人
が
参

加
し
ま
し
た
。

　
山
陰
近
畿
自
動
車
道
は
、
鳥
取
市

と
京
都
府
宮
津
市
を
結
ぶ
全
長
１
２

０
㎞
の
高
規
格
幹
線
道
路
。
現
在
の

整
備
状
況
は
、
全
長
１
２
０
㎞
の
う

ち
72
㎞
が
未
供
用
区
間
で
、
未
事
業

化
区
間
（
都
市
計
画
未
決
定
区
間
）

は
47
㎞
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
大
会
で
石
破
会
長
は
「
他
所
に

あ
っ
て
、
こ
こ
に
は
無
く
て
い
い
は

ず
が
な
い
。
国
土
強
靭
化
か
ら
も
国

家
と
し
て
早
急
に
整
備
す
べ
き
」
と

力
を
込
め
、
平
井
伸
治
鳥
取
県
知
事

は
、
災
害
時
の
物
資
輸
送
や
人
命
救

助
を
例
に
、
機
能
不
全
に
な
ら
な
い

交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
早
期
整
備
を

強
く
訴
え
ま
し
た
。

　
ま
た
、
地
元
関
係
者
代
表
と
し
て

荒
田
潤
之
介
氏
（
鳥
取
商
工
会
議
所

青
年
部
元
会
長
）
は
「
経
済
や
観
光

振
興
、
さ
ら
に
命
を
守
る
た
め
に
必

要
な
も
の
で
あ
り
、
早
期
の
全
線
開

通
を
願
う
」
と
意
見
を
述
べ
ま
し
た
。

　
要
望
を
受
け
、
加
藤
竜
祥
国
土
交

通
大
臣
政
務
官
は
「
ま
ず
は
予
算
確

保
、
そ
し
て
未
事
業
化
区
間
の
都
市

計
画
決
定
を
急
ぐ
」
と
応
え
ま
し
た
。

  

山
陰
近
畿
道
整
備
で
決
起
大
会

山
陰
近
畿
道
整
備
で
決
起
大
会

　　  

　　

全
線
開
通
目
指
し
早
期
整
備
を

全
線
開
通
目
指
し
早
期
整
備
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
地
元
関
係
者
ら
２
０
０
人
参
加

地
元
関
係
者
ら
２
０
０
人
参
加

　　　我が社では外国人技能実習生を雇用しています。先日、技能実習生から

　　　「仕事は一生懸命するので休日にアルバイトをさせてもらいたい」との

申し出がありました。アルバイトをさせてもよいでしょうか？

　　　今回は資格外活動と不法行為責任について説明します。

　　　技能実習制度とは、わが国の技能・技術・知識を開発途上国等へ移転す

ることにより、その発展を担う人材形成に協力することを目的とする制度であ

ることに鑑みれば、技能実習生は、就労して技能等の修得又は習熟を図ることをみだりに妨げられない

権利を有しています。

　そして、技能実習生による資格外活動は違法行為であり、転籍等を余儀なくされたり、罰則の対象と

されて強制送還される危険性があることからすれば、会社は技能実習生に対して資格外活動を行わせる

ことを内容とする業務命令を発してはならない義務を負うものといえ、これに違反した場合には技能実

習生に対して不法行為責任を負います。また、監理団体も資格外活動をさせている実情を認識し指導等

すべきところ、これについて監理を怠った場合不法行為責任を負うといえます（広島地裁令和２年９月

23日判決）。

　本件のように技能実習生の方からアルバイトを希望した

場合であっても、会社としてはアルバイトさせるべきでは

ありません。不法行為責任を負うかどうかにかかわらず、

会社には不法就労助長罪に該当したり技能実習生の受け入

れ停止となる危険性が発生します。

 資格外活動と不法行為責任資格外活動と不法行為責任
Q

事業主と労働者のための

法律相談法律相談

QQ ＡＡ＆＆
155

Ａ

弁護士　上　田　雅　稔
（いなば総合法律事務所）

鳥取市本町３丁目２０１　鳥取商工会議所ビル５Ｆ

TEL0857-21-2377  FAX0857-22-6857

がんばろうと気勢をあげる参加者ら
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物
価
高
騰
の
出
口
見
え
ず

今
　
　
期

業
況
判
断

　
鳥
取
県
商
工
会
議
所
連
合
会
は
こ
の
ほ
ど
、
県
内
企
業
１
５
０
社
を
対
象

に
実
施
し
た
２
０
２
３
年
10
～
12
月
期
の
景
気
動
向
調
査
結
果
を
ま
と
め
ま

し
た
。
回
収
率
71
・
３
％
。

　
全
産
業
合
計
の
業
況
判
断
は
マ
イ
ナ
ス
５・７
と
前
期
か
ら
２・６
㌽
悪
化

し
ま
し
た
。
項
目
別
で
は
売
上
単
価
以
外
の
項
目
で
悪
化
が
進
み
、
特
に
非

製
造
業
を
中
心
に
収
益
面
に
お
け
る
低
下
が
顕
著
に
見
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
来
期
見
通
し
も
全
産
業
合
計
の
業
況
判
断
は
マ
イ
ナ
ス
９・５
と
前
期
調

査
か
ら
７・
２
㌽
の
悪
化
と
な
っ
て
い
ま
す
。
度
重
な
る
物
価
高
騰
に
よ
る

消
費
マ
イ
ン
ド
の
冷
え
込
み
に
加
え
、
年
明
け
に
発
生
し
た
能
登
半
島
地
震

の
復
旧
に
よ
る
材
料
不
足
や
更
な
る
価
格
高
騰
へ
の
懸
念
の
声
も
聞
か
れ
て

い
ま
す
。

2023年10～12月期　【
今
期
動
向
】
全
産
業
合
計
の
業

況
判
断
は
前
期
調
査
か
ら
２
・
６
㌽

悪
化
し
ま
し
た
。

　
製
造
業
は
売
上
高
の
項
目
で
悪
化

を
示
し
ま
し
た
が
、
価
格
転
嫁
が
進

み
、
資
金
繰
り
や
収
益
面
が
改
善
。

業
況
判
断
は
前
期
調
査
と
比
べ
て
横

ば
い
を
維
持
し
て
い
ま
す
。

　
一
方
で
非
製
造
業
は
、
年
末
年
始

の
需
要
に
助
け
ら
れ
た
小
売
業
は
改

善
が
見
ら
れ
る
も
、
度
重
な
る
値
上

げ
に
よ
る
単
価
の
上
昇
が
消
費
マ
イ

ン
ド
の
低
下
に
繋
が
っ
て
お
り
、
売

上
高
や
収
益
面
で
悪
化
を
示
す
な
ど

厳
し
い
経
営
環
境
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　【
来
期
（
24
年
１
～
３
月
）
見
通

し
】
全
産
業
合
計
の
来
期
業
況
判
断

は
マ
イ
ナ
ス
９
・
５
と
前
期
調
査
か

ら
７
・
２
㌽
と
大
幅
に
悪
化
し
て
お

り
、厳
し
い
見
方
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

　
昨
年
か
ら
続
く
食
料
品
、
日
用
品

の
値
上
げ
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
の
高

止
ま
り
等
で
消
費
者
の
節
約
志
向
が

強
ま
っ
て
い
る
こ
と
に
加
え
、
年
明

け
に
発
生
し
た
能
登
半
島
地
震
の
復

旧
か
ら
く
る
材
料
不
足
や
更
な
る
資

材
の
高
騰
へ
の
不
安
な
ど
先
行
き
が

不
透
明
な
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　【
経
営
上
の
問
題
点
（
複
数
回
答
）】

　「
原
材
料
・
仕
入
れ
価
格
上
昇
」

（
21
・
１
％
）
が
前
期
と
同
じ
く
首

位
。
以
下
２
位
は
「
経
費
の
増
加
」

（
15
・
６
％
）、
３
位
「
人
手
不
足
」

（
12
・
７
％
）
と
な
り
前
期
調
査
と

同
様
の
順
位
と
な
り
ま
し
た
。

　
度
重
な
る
物
価
高
騰
で
消
費
者
の

ニ
ー
ズ
が
低
価
格
帯
の
商
品
に
移
る

な
ど
、
利
益
面
だ
け
で
は
な
く
売
上

高
を
維
持
す
る
こ
と
に
も
苦
慮
し
て

い
る
様
子
が
伺
え
ま
す
。

　
記
述
式
の
回
答
で
も
「
欲
し
い
物

か
ら
買
え
る
物
に
消
費
者
の
志
向
が

変
わ
っ
て
い
る
」（
卸
売
業
）
、「
製

品
・
材
料
を
値
上
げ
し
た
ら
買
い
控

え
が
発
生
し
売
上
高
が
減
っ
た
」（
製

造
業
）
と
い
っ
た
意
見
が
目
立
ち
ま

し
た
。

　
こ
の
ほ
か
、
電
設
資
材
卸
売
業
か

ら
は
「
電
線
ケ
ー
ブ
ル
の
仕
入
れ
が

困
難
」
と
い
っ
た
回
答
も
あ
り
、
建

設
関
連
工
事
の
遅
延
な
ど
が
生
じ
る

こ
と
も
予
想
さ
れ
ま
す
。

　
不
安
定
な
社
会
情
勢
で
物
価
高
騰

の
出
口
も
見
え
ず
、
経
営
環
境
は
依

然
、
厳
し
い
状
況
が
続
き
ま
す
。

  

非
製
造
業
は
収
益
の
悪
化
が
顕
著

非
製
造
業
は
収
益
の
悪
化
が
顕
著

売
上
単
価
上
昇
も
収
益
は
悪
化

売
上
単
価
上
昇
も
収
益
は
悪
化

動 向 県連景況調査県連景況調査

回収
数 売上高 売上単価 資金繰り 借入難度 収益状況 業況判断 売上高 売上単価 資金繰り 借入難度 収益状況 業況判断

全産業合計 107 1.9（  7.5） 18.3（ 13.6） -3.8（ -3.2） -2.5（ -1.3） -5.6（ -4.4） -5.7（ -3.1） -5.6（  2.7） 6.6（ 12.1） -5.3（ -3.2） -1.0（ -0.5） -11.2（ -2.7） -9.5（ -2.3）

製 造 業 29 1.7（ 17.2） 24.2（ 21.9） -1.8（ -6.3） -3.6（ -6.3） 6.9（  3.2） 1.8（  1.6） -1.7（  9.4） 6.9（ 15.6） -1.8（ -1.6） -3.6（ -4.7） -5.2（  4.7） -6.9（  4.7）

非 製 造 業 78 1.9（  3.7） 16.0（ 10.4） -4.7（ -1.9） -2.0（  0.7） -10.3（ -7.3） -8.5（ -4.9） -7.1（  0.0） 6.4（ 10.6） -6.6（ -3.9） 0.0（  1.3） -13.5（ -5.7） -10.4（ -5.0）

（建　設　業） 24 -10.5（-12.5） 6.3（ -4.2） -4.2（ -6.3） 0.0（  0.0） -20.8（-16.7） -16.7（-10.4） -8.4（  2.1） 2.1（  2.1） -6.3（ -6.3） 0.0（ -2.1） -18.8（ -4.2） -14.6（ -6.3）

（卸　売　業） 19 10.6（ 18.4） 23.7（ 29.0） 0.0（  2.7） 2.7（  2.7） -2.6（  2.7） -2.8（  2.7） 0.0（  5.3） 13.2（ 18.4） -2.6（ -2.8） 2.7（  2.8） -13.2（ -8.4） -5.6（ -5.3）

（小　売　業） 19 2.7（ -2.4） 23.7（  9.6） -7.9（ -9.5） -7.9（ -4.8） -13.2（-19.1） -10.6（-19.1） -18.4（ -7.5） 10.6（ 12.5） -10.6（-10.0） -7.9（ -2.5） -15.8（-15.0） -20.6（-12.5）

（サービス業） 16 9.4（ 16.7） 12.5（ 11.1） -7.2（  9.4） -3.6（  6.3） 0.0（  8.4） 0.0（ 11.1） 0.0（  0.0） 0.0（ 11.8） -7.2（  6.7） 7.2（ 10.0） -3.2（  5.9） -6.3（  5.9）

前　期　比 （　）内は2023.７〜９月期の数字

 ＢＳＩ＝ 1／2（Ｘ－Ｚ）　Ｘ＝上昇・増加、Ｙ＝横ばい、Z＝減少・下降　　ただし（Ｘ＋Ｙ＋Ｚ＝100）

来期見通し（2024.１〜３月期）
※（　）内は（2023．
10～12月期）の見通し
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事業活動における賠償リスク、事業休業リスク、財物損壊リスクを総合的に補償します｡
全 国 商 工 会 議 所

各地商工会議所 東京海上日動火災保険株式会社[事業活動包括保険]　損害保険ジャパン株式会社[事業活動総合保険]
三井住友海上火災保険株式会社[企業総合賠償責任保険、建設業総合賠償責任保険]
あいおいニッセイ同和損害保険株式会社[タフビズ賠償総合保険、タフビズ建設業総合保険]　大同火災海上保険株式会社[賠責総合保険]

お問い合わせ先 引受損害保険会社
商工会議所名簿日本商工会議所制 度 運 営

https://www.ishigakiservice.jp/商工会議所の
保 険 制 度 H P

全国商工会議所
ビジネス
総合保険制度

スッキリ!
・

補償の
重複がない!

・
ご契約手続きを
一本化!

従来の
保険契約

モレやダブリが
ないか不安
・

ご契約手続きが
保険ごとに必要

財産補償

施設賠償責任保険 動産総合
保険

機械保険

事
工

険
保

休業補償

PL保険

ビジネス総合保険制度
ここがおすすめ
●会員事業者を取り巻くリスクに対する補償のモレ・
ダブリを解消し、一本化して加入可能
●賠償責任（生産物、リコール、情報漏えい、サイ
バー、施設、事業活動遂行、管理下財物）リスクを
総合的に補償
●休業に関する補償により災害に遭った際の事業
継続のための資金を確保
●早期災害復旧支援により事業継続を後押し

●一部の商工会議所では、一部特約を取り扱っていない場合があります。取り扱いの有無はお近くの商工会議所にご確認ください。 ●本募集広告は概要を示したものです。補償の内容、対象業種等は引受保険会社によって異なります。ご加入にあたっては必ず「重要事項説明書」をよくお読みください。 
●お見積り、ご加入手続き、保険内容のご不明点は、お近くの代理店または引受保険会社までご連絡ください。 ●商工会議所では、本制度のほかにも各種保険・共済制度を取り扱っております。詳しくは、お近くの商工会議所にお問い合わせください。 ●本募集広告は、商工会議所会員向け保険制度の
事務管理を行う有限会社石垣サービス（パートナーシップ構築宣言企業）が日本商工会議所の経営協力により作成したものです。 ●本募集広告は、2023年5月時点の引受保険会社の商品内容をもとに作成しております。

最大

約33%
割引

2023年5月

Vol.84Vol.84

　　　■鳥取大学公開講座 サイエンス・アカデミーのお知らせ　　　■鳥取大学公開講座 サイエンス・アカデミーのお知らせ
　鳥取大学では教育研究の成果を皆様に紹介する公開講座

『サイエンス・アカデミー』を開催しています。

　鳥取県立図書館を主会場とし、ライブ中継会場として米

子市図書館、倉吉市図書館などでもご聴講いただけます。

○令和６年３月23日（土）10：30 ～ 12：00

　講師：地域学部地域学科　教授　作　田　将三郎

　演題：シリーズ　日本語を再発見する

　　　　えっ、そうだったんだ！日本語学入門

※お申し込みは電話・メール・ホームページに

て、お名前・ご連絡先・会場のご登録をお願

い致します。

� 鳥取大学地域価値創造研究教育機構地域連携推進室

� koken@ml.adm.tottori-u.ac.jp
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【中国地域エネルギーフォーラム鳥取県支部】事務局：鳥取商工会議所 経済振興課内

中国地方の主な発電所は、電力需要の多い山陽
方面の沿岸部に集中しており、山陰地方には発電
電力量の多い発電所が３ヶ所あります。
国土交通省によれば、南海トラフ巨大地震が発

生した場合、山陽地方でも強い揺れが発生すると
の予測を出しており電力施設の被害も想定されて
います。発電所の発電が停止することで電力不足
が発生した場合は、電力会社同士で電力を融通す
る枠組みもありますが、南海トラフ巨大地震は広
範囲で被害が出ることも想定されるので復旧に時
間を要する可能性があります。
さらに右図の通り中国地方の発電所の多くは火

力発電所であり、世界で有事が起こった際に石炭
や天然ガスのサプライチェーンが途絶してしまう
と長期的に発電が困難になることも想定されます。
安定的な電力供給をするためには、発電所の分

散立地を行うことと、火力・水力・原子力・再生
可能エネルギーを合わせた最適なエネルギーミッ
クスを目指していかなければなりません。

エネルギーのことを考えよう!

浜岡原子力発電所視察と島根原子力発電所のこれから
【中国地域エネルギーフォーラム】は、地球環境問題を含め広くエネルギー問題について知識の普及と理解の促進を図り、エネルギー問
題を自分のこととしてとらえ、エネルギー資源が乏しい日本のこれからについて考えることを促していけるよう、広報・普及活動を展開
しています。

年 月 日 木 、当会の鳥取県支部が静岡県御前崎市の浜岡原子力発電所
以下 浜岡原発 を視察しました。浜岡原発は ～ 号機が沸騰水型軽水炉 、
号機が改良型沸騰水型軽水炉 です。 ， 号機は廃止措置中、 ， 号機は適
合性確認審査中、 号機は適合性確認審査の申請準備中となっています。
視察では、浜岡原発を紹介する浜岡原子力館の本堂館長より浜岡原発の概要と主な

安全対策について説明いただき、原子力館内で実物大の原子炉模型や展望台で発電所
全景を見学した後、発電所内にも入らせていただき、さまざまな安全対策設備、高さ
22ⅿの防波壁や制御室を間近で見学することができました。
浜岡原発の安全対策は主に 区分に分かれています。①地震に備える ②津波に備え

る ③冷却機能の確保 ④格納容器の破損を防ぐ ⑤原子炉建屋の破損を防ぐです。さら
に各安全対策は複数の代替手段を講じる仕様になっており、例えば想定以上の津波が
防波壁を超えて敷地内に侵入した場合、津波の波力にも耐えれる強化扉と水密扉の２
つの扉を電源不要の手動で閉じることができ、建物内への浸水を防ぐような対策を講
じています。また発電所内の電源が喪失した場合に備えて、高台にガスタービン発電
機を設置、さらにガスタービン発電機が使えない時のために蓄電池や電源車も備えて
います。
浜岡原発では中部電力と協力会社を合わせて約 人が従事しており、地域の雇

用を支えています。また、浜岡原子力館は年間約 万人が訪れる観光スポットに
なっており、地域振興にも貢献しています。 実物大原子炉模型

視察参加者からは、
「安全対策の徹底力
には驚いた。原子力
発電が日本のエネル
ギー政策上、重要な
エネルギー源である
ことも分かった。」
との声が聞かれまし
た。

島根原子力発電所
号 万㎾ ※休止中
号 万㎾ ※工事中

俣野川発電所
～ 号 万㎾

新成羽川発電所
～ 号 万㎾

水島発電所
～ 号 万㎾

玉島発電所
～ 号 万㎾

福山太陽光発電所
万㎾

大崎発電所
万㎾ ※休止中

南原発電所
～ 号 万㎾

柳井発電所
～ 号 万㎾

宇部太陽光発電所
万㎾

新小野田発電所
～ 号 万㎾

下関発電所
～ 号 万㎾

三隅発電所
～ 号 万㎾

中国地方の主な発電所
※中国電力所管

火力発電所
原子力発電所
揚水式水力発電所
太陽光発電所

号機 号機 号機

営業運転開始 年 月 年 月 未定

定格電気出力 万㎾ 万㎾ 万㎾

原子炉型式 沸騰水型 沸騰水型 改良沸騰水型

運転状況 年 月 日
営業運転終了 年 月～停止中 工事中

新規制基準への
対応状況等

年 月 日～
廃止措置中

年 月 日
原子炉設置変更許可受領

年 月 日
工事計画認可を受領

年 月 日
国へ適合性審査の

申請を実施

島根原子力発電所の設備概要と現状

島根原子力発電所は、 号機が 年 月に原子力規制委員会よ
り原子炉設置変更許可を受領、 年 月に工事計画認可申請の
認可受領により安全対策の工事内容が確定したことから、 年
月に使用前事前申請書を提出し、再稼働の予定時期を 年 月
としています。 号機は 年の営業運転開始から 年に営業
運転を終了し、運転期間が 年を超えていることもあり約 年を
かけて廃炉にする計画です。 号機は新規制基準への適合性審査に
係る原子炉設置変更許可申請について，原子力規制委員会に申請し
て審査中となっています。
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①税制の対象に中堅企業も追加
②積立率の拡大（現行 ％以下）

回目 以下
回目以降 以下

③据置期間の長期化（現行 ５年）
年

●特例承継計画の提出期限の延長 ２年 ●賃上げ税制における繰越控除措置 ５年 の創設
●交際費から除外される飲食費上限の引上げ １万円 など、商工会議所の要望が数多く実現

１．事業承継税制（特例措置）における特例承継計画の提出期限の延長（２年）
Ⅰ．円滑な経営承継・事業継続に資する税制

➢ 特例措置を３年延長するとともに、
賃上げの裾野をさらに広げるため、
繰越控除措置（５年）が創設

➢ 教育訓練費の上乗せ措置の要件緩和
➢ 仕事と子育ての両立支援等に取り組む

企業への上乗せ措置の創設

年 税制改正のポイント

（本広告は 年 月 日現在の情報を基に作成）

➢ 特例措置を活用するための前提となるエントリーシート（特例承継計画）の提出期限が２年延長、
新たな提出期限は 年３月まで。一方で、実際に承継を行う期限である 年 月末については、
「今後とも延長を行わない」旨が明記された

２．経営資源集約化税制（中小企業事業再編投資損失準備金）の延長（３年）・拡充

鳥取商工会議所
日本商工会議所

全国 商工会議所・ 万事業者の力で実現

特例承継計画の提出期間
実際に承継を行う期間

改正前の期限
年 月末

令和４年度改正で１年延長 年 月末

改正後の期限
年 月末

５年

年

事業承継税制（特例措置）とは
先代から自社株を贈与・相続す
るときの税負担が 猶予
（一定要件を満たすと免除）さ
れる制度。 年間の時限措置

制度の紹介チラシ

延長

Ⅱ．中小企業の自己変革への挑戦を後押しする税制

中小企業（資本金１億円以下）
要件 控除率（最大 ％）

基本
雇用者全体の

給与総額増加率
＋ ％以上

給与増加額
×

繰越控除措置 繰越期間５年
上乗せ①

（賃上げ）
対前年度
＋ ％以上 ＋ ％

上乗せ②
（教育訓練費）

対前年度
％以上

（現行 以上）
＋ ％

上乗せ③
（両立支援等）

「くるみん」または「えるぼし２段階目」
の認定を受けた企業は＋ ％上乗せ

左面に続く

３．中小企業向け賃上げ促進税制の延長（３年）・拡充（繰越控除 ５年 の創設）

(※1) 繰越税額控除をする事業年度において、全雇用者の給与等支給額が
前年度より増加している場合に限り、適用可能

(※2) 新たに「当期の給与総額の ％以上」が要件として追加

控除上限：法人税額等の ％

(※2)

４．中堅企業向け賃上げ促進税制の創設
➢ 賃上げ促進税制の中に、従業員数 人以下を対象とする中堅企業枠を創設
➢ 継続雇用者の給与総額増加率 ％以上で税額控除 ％（ ％以上で税額控除 ）

⚫ 税額控除の繰越控除期間としては過去最長
⚫ 商工会議所は、繰越控除措置の導入を

昨年から要望しており、今年実現

新設

新設

緩和

新設

※株式の取得価額が 億円以上 億円以下が対象
※産業競争力強化法において新設する認定を受ける

ことが要件。過去５年以内に の実績が必要

中堅・中小グループ化税制
（積立率や据置期間を深堀りする措置）

⚫ 控除率が最大 ％に拡大（現行 ％）

日商「税制改正 特設サイト」

② 実施に準備金を積立 損金算入
（株式等の取得対価の最大 ％以下）

⑤据置期間終了後、５年かけて
均等取崩 益金算入

（※）株式譲渡が対象（事業譲渡は対象外）かつ、
株式の取得価額が 億円以下の場合に限る

①経営力向上計画の認定

③据置期間（最長 年）

➢ 実施後のリスクに
備えるため、 実施
時に投資額の一定比率
の金額を損金算入でき
る措置が３年延長

➢ 中堅・中小企業による
グループ化に向けた複
数回の に対し、積
立率や据置期間を深堀
りする新たな枠を創設

④簿外債務等の発覚時に準備金
の取り崩し 益金算入

特例
終了

(※1)

拡充
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５．交際費課税特例の延長（３年）・拡充（飲食費上限の引上げ １万円 ）
➢ 交際費を 万円まで全額損金算入できる中小企業向けの特例措置が３年延長
➢ 交際費から除外される飲食費（１回１人あたり）の上限 円が倍額となる１万円に引上げ

Ⅱ．中小企業の自己変革への挑戦を後押しする税制（続き）

６．少額減価償却資産の損金算入特例の延長（２年）
➢ 万円未満の減価償却資産を取得した場合、年間合計 万円までを限度に、

即時償却（全額損金算入）が可能な措置が２年延長

７．商業地等に係る固定資産税の負担調整措置・条例減額制度の延長（３年）
➢ 地価の急激な変動に伴う固定資産税への影響を緩和する措置（負担調整措置）、

および地方自治体の条例によって固定資産税負担の上昇を抑制する制度（条例減額制度）が延長

Ⅲ．その他税制
．大企業の減資等による
“外形標準課税逃れ“に対する措置

損金不算入

損金算入 損金不算入

％

交際費以外の飲食費
（１人あたり１万円以下） 接待飲食費

（１人あたり１万円超）

交際費
接待飲食費以外の交際費
（慶弔費、贈答費等）

損金算入

損金不算入①

②
万円まで

⚫ 現行の 円から大幅拡充。
年に定められて以来変

更なく、 年ぶりの改正
⚫ 商工会議所は 年から要

望しており、長年の要望が
遂に実現

⚫ 今後、使う側である企業自身
が、従来の 円を基準と
した社内規定や慣例を変える
ことが重要

（①②のどちらかを選択、大法人は①のみ適用可）

拡充

．地方拠点強化税制の延長（２年）・拡充
➢ 本社機能の地方への移転や地方における拠点強化を行う事業者に対する減税措置が２年延長
➢ 税制の対象となる施設を拡充（インサイドセールス部門やオフィス内に整備する保育施設 等）

見直し②（大企業の分社化対策）

商工会議所の強い要望により、現在、外形標準課税の対象外
である中小企業（およびその子会社）は、引き続き対象外

⚫ 現行の資本金１億円基準は維持
⚫ 前事業年度に外形対象の法人は、資本金１億円以下になっても、

資本金＋資本剰余金が 億円超の場合は外形対象

⚫ 資本金＋資本剰余金が 億円超の外形対象法人
の ％子会社のうち、資本金１億円以下で、
資本金＋資本剰余金が２億円超は外形対象

年４月施行
※公布日以降施行日までの減資も対象

見直し①（大企業の減資対策） 年４月施行

損金算入

８．イノベーション拠点税制（イノベーションボックス税制）の創設
➢ わが国のイノベーション拠点の立地競争力を強化する観点から、国内で自ら研究開発した

知的財産権（特許権や 関連のプログラムの著作権）から生じる所得に減税措置を適用する制度
➢ 所得控除率は ％。措置期間は７年（ 年 月 日施行）

知的財産 知的財産から
生じる所得

の所得控除
（イノベーションボックス税制）研究開発費

新設

研究開発税制で支援

①対象となる知的財産の範囲
※2024年 月 日以降に取得したもの

⚫ 特許権
⚫ 関連のソフトウェアの著作権

②対象となる所得の範囲 ※
⚫ 知財のライセンス所得
⚫ 知財の譲渡所得

※ 海外への知財の譲渡所得および子会
社等からのライセンス所得等を除く。

③自己創出
⚫ 主に「国内で」「自ら

が」行った研究・開発
由来の所得が対象

９．地域未来投資促進税制の拡充
➢ 地域経済に大きな波及効果をもたらす成長志向の中堅企業（※）の設備投資を促進するため、

中堅企業枠を創設し、税額控除率を最大 に拡充

．防衛力強化に向けた財源確保
➢ 防衛費の増税（法人税・所得税・たばこ税）

について 年の増税は見送り

．所得税・住民税の定額減税
➢ 年６月以降の源泉徴収・特別徴収等により、

１人につき所得税３万円、個人住民税１万円の減税

（※）産業競争力強化法において規定
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〈令和５年度鳥取YEGスローガン〉
 ＰＲＩＤＥ  ＯＦ  ＹＥＧ　まち　ひと　みらい　を繋ぐ核となれ

〈令和５年度日本YEGスローガン〉
 Challenge  Everything   ～持続可能で心豊かな未来への貢献～

井上   直樹会長

鳥取商工会議所青年部

会
長
あ
い
さ
つ

株式会社 井上機械

　
令
和
6
年
は
波
乱
の
年
明
け
と
な
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
。

　
能
登
半
島
地
震
に
お
き
ま
し
て
亡
く
な
ら
れ

た
方
々
、
ご
遺
族
の
皆
様
に
対
し
ま
し
て
、
深

く
お
悔
や
み
を
申
し
上
げ
る
と
共
に
被
害
に
遭

わ
れ
た
皆
様
に
、
心
か
ら
お
見
舞
い
申
し
上
げ

ま
す
。

　
当
青
年
部
は
、
1
月
例
会
時
に
い
ち
早
く
義

援
金
箱
を
設
置
い
た
し
ま
し
た
。
多
く
の
会
員

か
ら
の
温
か
い
ご
厚
志
を
お
預
か
り
し
、
青
年

部
の
災
害
等
見
舞
金
と
合
わ
せ
、
輪
島
Ｙ
Ｅ

Ｇ
、
珠
洲
Ｙ
Ｅ
Ｇ
、
七
尾
Ｙ
Ｅ
Ｇ
の
被
災
さ
れ

た
仲
間
や
、
各
地
域
の
一
日
で
も
早
い
復
旧
復

興
が
な
さ
れ
る
よ
う
願
い
を
込
め
て
石
川
県
商

工
会
議
所
青
年
部
連
合
会
災
害
対
策
本
部
へ
送

付
い
た
し
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
中
で
す
が
、
来
月
に
開
催
予
定

の
Ｙ
Ｅ
Ｇ
全
国
大
会
加
賀
能
登
の
国
い
し
か
わ

小
松
大
会
も
一
部
修
正
の
う
え
、
開
催
す
る
こ

と
が
決
ま
り
ま
し
た
。
小
野
全
国
大
会
会
長
か

ら
「
こ
の
災
禍
が
あ
っ
た
か
ら
、
苦
し
い
中
で

も
全
国
の
Ｙ
Ｅ
Ｇ
の
仲
間
の
力
が
あ
っ
た
か

ら
、
地
域
の
新
し
い
未
来
を
創
れ
た
の
だ
！
と

5
年
、10
年
後
念
え
る
、念
っ
て
も
ら
え
る
大
会

に
し
ま
す
。Ｙ
Ｅ
Ｇ
の
力
を
、YEG

 C
om
m
unity

の
力
を
お
貸
し
く
だ
さ
い
。」
と
の
力
強
い
メ

ッ
セ
ー
ジ
も
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
鳥
取
Ｙ
Ｅ

Ｇ
も
多
く
の
メ
ン
バ
ー
と
と
も
に
現
地
へ
行

き
、
少
し
で
も
力
に
な
れ
る
様
に
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

　
鳥
取
も
過
去
に
大
き
な
地
震
が
起
こ
り
被
害

も
出
て
お
り
ま
す
よ
う
に
、
い
つ
大
き
な
災
害

に
見
舞
わ
れ
る
か
分
か
り
ま
せ
ん
。
改
め
て
十

分
な
備
え
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
再
認
識
し
ま

し
た
。

　
被
害
に
あ
わ
れ
た
皆
様
が
、
一
日
で
も
早
く

平
穏
な
生
活
に
戻
ら
れ
ま
す
こ
と
を
心
よ
り
お

祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　
1
月
18
日
に
は
1
月
例
会
及
び
臨
時
総
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
総
会
で
は
令
和
6
年
度
の

青
年
部
役
員
が
承
認
さ
れ
、
新
し
い
体
制
が
決

ま
り
ま
し
た
。
今
回
よ
り
初
の
試
み
と
し
て
従

来
の
紙
ベ
ー
ス
の
委
任
状
を
無
く
し
、
パ
ソ
コ

ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
の
端
末
で
回
答
で

き
る
様
に
変
更
い
た
し
ま
し
た
。
開
催
ま
で
に

正
確
な
記
録
が
出
来
、
や
む
な
く
欠
席
さ
れ
る

方
も
簡
単
に
回
答
が
出
来
て
評
判
が
良
く
次
年

度
も
続
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
例
会
で
は
西
垣
副
会
頭
、
鳥
取
市
よ
り
観
光

ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
課
平
井
課
長
を
お
迎
え
し
、

株
式
会
社
Ｌ
Ｅ
Ｍ
空
間
工
房
の
長
町
志
穂
さ
ん

に
『
鳥
取
城
の
魅
力
と
今
後
の
取
り
組
み
に
関

し
て
』
と
題
し
ご
講
演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
長
町
様
は
水
木
し
げ
る
ロ
ー
ド
の
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
を
は
じ
め
、
御
堂
筋
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

な
ど
、
全
国
各
地
の
灯
り
の
演
出
を
手
掛
け
て

き
た
照
明
デ
ザ
イ
ナ
ー
で
昨
年
度
か
ら
行
わ
れ

て
い
る
鳥
取
城
、
中
心
市
街
地
の
ラ
イ
ト
ア
ッ

プ
で
新
た
な
鳥
取
の
魅
力
を
発
信
さ
れ
て
い
ま

す
。
灯
り
を
通
じ
て
の
ま
ち
づ
く
り
や
誘
客
の

演
出
な
ど
の
手
法
な
ど
今
ま
で
手
掛
け
ら
れ
た

事
例
を
踏
ま
え
な
が
ら
わ
か
り
や
す
く
お
話
し

い
た
だ
け
ま
し
た
。

　
翌
日
の
1
月
19
日
に
は
、
県
立
青
谷
高
校
の

2
年
生
に『
職
業
人
に
学
ぶ
』と
の
テ
ー
マ
で
、

鳥
取
Ｙ
Ｅ
Ｇ
会
員
3
名
が
講
演
い
た
し
ま
し
た
。

　
地
元
若
手
経
営
者
の
仕
事
内
容
や
経
験
談
な

ど
働
く
と
は
ど
う
い
う
こ
と
か
な
ど
、
こ
れ
か

ら
の
進
路
を
考
え
る
参
考
に
な
っ
た
の
で
は
と

感
じ
ま
す
し
、
地
元
に
就
職
す
る
こ
と
に
少
し

で
も
関
心
が
増
え
れ
ば
ビ
ジ
ョ
ン
に
掲
げ
て
い

る
日
本
唯
一
の
賑
わ
い
に
繋
が
っ
て
い
く
こ
と

と
思
い
ま
す
。

令
和
５
年
度

発行：令和 6年 2月１5日
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令
和
6
年
1
月
18
日
（
木
）
と
り
ぎ
ん
文
化
会
館
で
行
わ
れ
た
1

月
例
会
は
、
例
年
通
り
臨
時
総
会
に
て
次
年
度
役
員
の
議
案
が
承
認

さ
れ
、
そ
の
後
に
例
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
は
こ
の
1
月
例

会
を
鳥
取
お
城
委
員
会
が
担
当
し
講
師
例
会
を
開
催
い
た
し
ま
し

た
。

　
講
師
と
し
て
お
招
き
し
た
の
は
、
照
明
デ
ザ
イ
ナ
ー
で
株
式
会
社

Ｌ
Ｅ
Ｍ
空
間
工
房
代
表
の
長
町
志
穂
様
で
す
。
長
町
様
は
全
国
各
地

で
数
々
の
灯
り
の
演
出
に
携
わ
り
、
鳥
取
城
跡
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
や

水
木
し
げ
る
ロ
ー
ド
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
な
ど
を
手
が
け
る
照
明
デ
ザ

イ
ナ
ー
で
す
。

　【
鳥
取
城
跡
の
魅
力
と
今
後
の
取
組
に
関
し
て
】
と
い
う
テ
ー
マ

で
、
そ
の
経
験
を
踏
ま
え
て
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
講
演
で
は
過
去
の
実
証
実
験
で
の
ビ
フ
ォ
ー
ア
フ
タ
ー
を
交
え
、

灯
り
を
駆
使
す
る
こ
と
で
全
国
の
町
、
温
泉
街
、
城
、
団
地
な
ど
が

ど
れ
ほ
ど
変
化
し
た
か
が
紹
介
さ
れ
、
参
加
者
は
そ
の
結
果
に
驚

き
、
灯
り
の
力
に
魅
了
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
長
年
の
経
験
の
中
で
長

町
様
自
身
が
鳥
取
城
跡
へ
灯
し
た
灯
り
が
と
て
も
素
晴
ら
し
く
、
唯

一
無
二
だ
と
感
じ
る
と
の
ご
紹
介
も
あ
り
、
地
元
住
民
で
あ
る
青
年

部
の
メ
ン
バ
ー
も
改
め
て
鳥
取
城
跡
の
魅
力
を
再
確
認
し
、
今
後
の

鳥
取
城
の
早
期
実
現
へ
向
け
た
取
り
組
み
に
つ
な
が
る
こ
と
を
期
待

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

鳥
取
お
城
委
員
会
　
委
員
長
　
岸
本 

夕
子会場の様子

LEM空間工房 長町様講演会

　
令
和
6
年
1
月
7
日
（
日
）
に
ノ
ル
デ
ェ
ー
運
動
「
バ
ス
グ
ル
メ

ツ
ア
ー
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
ツ
ア
ー
は
、
鳥
取
県
東
部
の

路
線
バ
ス
が
ス
マ
ホ
ア
プ
リ
で
チ
ケ
ッ
ト
購
入
す
る
と
楽
々
1
日
乗

り
放
題
と
な
る
ノ
ル
デ
チ
ケ
ッ
ト
を
利
用
し
た
バ
ス
旅
で
す
。
さ
ら

に
ノ
ル
デ
チ
ケ
ッ
ト
を
利
用
す
る
と
、
東
部
各
地
の
全
35
店
舗
で
お

い
し
い
特
典
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

　
当
日
は
、
秋
開
催
の
公
共
交
通
フ
ェ
ス
タ
実
行
委
員
会
メ
ン
バ
ー

が
集
ま
り
、
9
時
半
に
鳥
取
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
を
出
発
し
て
若
桜
駅

前
へ
、
若
桜
駅
前
の
太
田
酒
造
や
Ｕ
Ｒ
Ｕ
Ｗ
Ａ
Ｓ
Ｈ
Ｉ
な
ど
を
散

策
。
鳥
取
駅
に
戻
る
と
次
は
吉
岡
温
泉
へ
、
は
や
し
焼
肉
店
や
足
湯

を
満
喫
。
二
回
の
ワ
ク
ワ
ク
乗
り
換
え
を
し
て
白
兎
神
社
へ
。
白
兎

海
岸
を
眺
望
し
、
千
代
水
の
ラ
ー
メ
ン
吉
岡
屋
へ
。
そ
し
て
最
終
の

鳥
取
駅
に
帰
り
、
お
疲
れ
飲
み
で
締
め
括
り
。
バ
ス
旅
を
大
満
喫
し

た
1
日
と
な
り
ま
し
た
。

　
今
回
の
バ
ス
旅
で
は
、
同
じ
ノ
ル
デ
チ
ケ
ッ
ト
を
利
用
さ
れ
て
い

た
観
光
客
と
の
出
会
い
、
各
地
で
の
美
味
し
い
グ
ル
メ
、
改
め
て
街

歩
き
を
す
る
と
数
々
の
発
見
が
あ
り
ま
し
た
。
少
子
高
齢
化
が
進

み
、
公
共
交
通
の
在
り
方
が
問
わ
れ
て
い
ま
す
。
実
際
、
バ
ス
に
乗

る
こ
と
で
魅
力
、
便
利
さ
や
不
便
さ
、
街
の
現
状
を
感
じ
る
事
が
で

き
ま
し
た
。
今
後
も
フ
ェ
ス
タ
だ
け
で
は
無
く
、
地
域
を
巻
き
込
ん

だ
公
共
交
通
へ
の
取
り
組
み
に
繋
げ
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

政
策
提
言
委
員
会
　
副
委
員
長
　
岸
本 

雄
司

　
当
日
は
大
雪
の
た
め
急
遽
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
に
変
更
い
た
し
ま
し

た
。
ア
チ
ー
ブ
メ
ン
ト
株
式
会
社
の
筒
井
庸
丞
様
に
よ
る
講
演
を
聞
く

だ
け
で
な
く
、
参
加
者
同
士
の
4
人
一
組
の
テ
ー
ブ
ル
シ
ェ
ア
を
テ
ー

マ
ご
と
に
挟
む
た
め
商
工
会
議
所
で
の
席
配
置
図
を
用
意
し
て
お
り
ま

し
た
が
、
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
の
機
能
で
行
い
ま
し
た
。
な
ん
で
も
実
現
で
き
る

と
し
た
ら
何
を
達
成
し
た
い
か
？
の
問
い
や
、
参
加
メ
ン
バ
ー
の
経
営

理
念
の
話
な
ど
、
普
段
し
な
い
話
題
で
お
互
い
の
考
え
や
課
題
を
知
れ

た
こ
と
が
学
び
に
な
り
、
有
意
義
な
時
間
で
し
た
。
Ｙ
Ｅ
Ｇ
会
員
同

士
、
こ
の
よ
う
な
話
題
を
す
る
機
会
を
作
っ
て
い
け
た
ら
さ
ら
に
素
敵

な
会
に
な
る
と
思
い
ま
し
た
。
最
後
の
質
疑
応
答
の
際
に
、
ど
れ
も
質

の
高
い
質
問
が
続
き
ま
し
た
。
夢
は
私
欲
、
志
は
公
益
。
志
が
入
っ
て

い
る
理
念
が
良
い
と
い
う
回
答
が
特
に
学
び
に
な
り
ま
し
た
。
あ
っ
と

い
う
間
の
2
時
間
で
し
た
。
Ｙ
Ｅ
Ｇ
は
お
互
い
に
学
び
合
え
る
ポ
テ
ン

シ
ャ
ル
の
高
い
組
織
な
の
で
、
今
度
は
も
っ
と
多
く
の
参
加
者
で
リ
ア

ル
開
催
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
広
報
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
委
員
会

　
　
　
　
　
委
員
長
　
太
田 

哲
平勉強会タイトル

zoom集合写真

待合所にて

乗車の様子

鳥
取
お
城
委
員
会
担
当
例
会
開
催

鳥
取
お
城
委
員
会
担
当
例
会
開
催

ノ
ル
デ
ェ
ー
運
動

「
バ
ス
グ
ル
メ
ツ
ア
ー
」開
催

ノ
ル
デ
ェ
ー
運
動

「
バ
ス
グ
ル
メ
ツ
ア
ー
」開
催

「
儲
か
る
企
業
に
理
念
あ
り

〜Let’s

チ
ャ
レ
ン
ジ
！
！
！
ビ
ジ
ョ
ン
で

会
社
を
ハ
ッ
ピ
ー
に
☆
彡
〜
」
勉
強
会
開
催

１月25日
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〈令和５年度日本YEGスローガン〉
 Challenge  Everything   ～持続可能で心豊かな未来への貢献～

井上   直樹会長

鳥取商工会議所青年部

会
長
あ
い
さ
つ

株式会社 井上機械

　
令
和
6
年
は
波
乱
の
年
明
け
と
な
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
。

　
能
登
半
島
地
震
に
お
き
ま
し
て
亡
く
な
ら
れ

た
方
々
、
ご
遺
族
の
皆
様
に
対
し
ま
し
て
、
深

く
お
悔
や
み
を
申
し
上
げ
る
と
共
に
被
害
に
遭

わ
れ
た
皆
様
に
、
心
か
ら
お
見
舞
い
申
し
上
げ

ま
す
。

　
当
青
年
部
は
、
1
月
例
会
時
に
い
ち
早
く
義

援
金
箱
を
設
置
い
た
し
ま
し
た
。
多
く
の
会
員

か
ら
の
温
か
い
ご
厚
志
を
お
預
か
り
し
、
青
年

部
の
災
害
等
見
舞
金
と
合
わ
せ
、
輪
島
Ｙ
Ｅ

Ｇ
、
珠
洲
Ｙ
Ｅ
Ｇ
、
七
尾
Ｙ
Ｅ
Ｇ
の
被
災
さ
れ

た
仲
間
や
、
各
地
域
の
一
日
で
も
早
い
復
旧
復

興
が
な
さ
れ
る
よ
う
願
い
を
込
め
て
石
川
県
商

工
会
議
所
青
年
部
連
合
会
災
害
対
策
本
部
へ
送

付
い
た
し
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
中
で
す
が
、
来
月
に
開
催
予
定

の
Ｙ
Ｅ
Ｇ
全
国
大
会
加
賀
能
登
の
国
い
し
か
わ

小
松
大
会
も
一
部
修
正
の
う
え
、
開
催
す
る
こ

と
が
決
ま
り
ま
し
た
。
小
野
全
国
大
会
会
長
か

ら
「
こ
の
災
禍
が
あ
っ
た
か
ら
、
苦
し
い
中
で

も
全
国
の
Ｙ
Ｅ
Ｇ
の
仲
間
の
力
が
あ
っ
た
か

ら
、
地
域
の
新
し
い
未
来
を
創
れ
た
の
だ
！
と

5
年
、10
年
後
念
え
る
、念
っ
て
も
ら
え
る
大
会

に
し
ま
す
。Ｙ
Ｅ
Ｇ
の
力
を
、YEG

 C
om
m
unity

の
力
を
お
貸
し
く
だ
さ
い
。」
と
の
力
強
い
メ

ッ
セ
ー
ジ
も
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
鳥
取
Ｙ
Ｅ

Ｇ
も
多
く
の
メ
ン
バ
ー
と
と
も
に
現
地
へ
行

き
、
少
し
で
も
力
に
な
れ
る
様
に
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

　
鳥
取
も
過
去
に
大
き
な
地
震
が
起
こ
り
被
害

も
出
て
お
り
ま
す
よ
う
に
、
い
つ
大
き
な
災
害

に
見
舞
わ
れ
る
か
分
か
り
ま
せ
ん
。
改
め
て
十

分
な
備
え
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
再
認
識
し
ま

し
た
。

　
被
害
に
あ
わ
れ
た
皆
様
が
、
一
日
で
も
早
く

平
穏
な
生
活
に
戻
ら
れ
ま
す
こ
と
を
心
よ
り
お

祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　
1
月
18
日
に
は
1
月
例
会
及
び
臨
時
総
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
総
会
で
は
令
和
6
年
度
の

青
年
部
役
員
が
承
認
さ
れ
、
新
し
い
体
制
が
決

ま
り
ま
し
た
。
今
回
よ
り
初
の
試
み
と
し
て
従

来
の
紙
ベ
ー
ス
の
委
任
状
を
無
く
し
、
パ
ソ
コ

ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
の
端
末
で
回
答
で

き
る
様
に
変
更
い
た
し
ま
し
た
。
開
催
ま
で
に

正
確
な
記
録
が
出
来
、
や
む
な
く
欠
席
さ
れ
る

方
も
簡
単
に
回
答
が
出
来
て
評
判
が
良
く
次
年

度
も
続
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
例
会
で
は
西
垣
副
会
頭
、
鳥
取
市
よ
り
観
光

ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
課
平
井
課
長
を
お
迎
え
し
、

株
式
会
社
Ｌ
Ｅ
Ｍ
空
間
工
房
の
長
町
志
穂
さ
ん

に
『
鳥
取
城
の
魅
力
と
今
後
の
取
り
組
み
に
関

し
て
』
と
題
し
ご
講
演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
長
町
様
は
水
木
し
げ
る
ロ
ー
ド
の
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
を
は
じ
め
、
御
堂
筋
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

な
ど
、
全
国
各
地
の
灯
り
の
演
出
を
手
掛
け
て

き
た
照
明
デ
ザ
イ
ナ
ー
で
昨
年
度
か
ら
行
わ
れ

て
い
る
鳥
取
城
、
中
心
市
街
地
の
ラ
イ
ト
ア
ッ

プ
で
新
た
な
鳥
取
の
魅
力
を
発
信
さ
れ
て
い
ま

す
。
灯
り
を
通
じ
て
の
ま
ち
づ
く
り
や
誘
客
の

演
出
な
ど
の
手
法
な
ど
今
ま
で
手
掛
け
ら
れ
た

事
例
を
踏
ま
え
な
が
ら
わ
か
り
や
す
く
お
話
し

い
た
だ
け
ま
し
た
。

　
翌
日
の
1
月
19
日
に
は
、
県
立
青
谷
高
校
の

2
年
生
に『
職
業
人
に
学
ぶ
』と
の
テ
ー
マ
で
、

鳥
取
Ｙ
Ｅ
Ｇ
会
員
3
名
が
講
演
い
た
し
ま
し
た
。

　
地
元
若
手
経
営
者
の
仕
事
内
容
や
経
験
談
な

ど
働
く
と
は
ど
う
い
う
こ
と
か
な
ど
、
こ
れ
か

ら
の
進
路
を
考
え
る
参
考
に
な
っ
た
の
で
は
と

感
じ
ま
す
し
、
地
元
に
就
職
す
る
こ
と
に
少
し

で
も
関
心
が
増
え
れ
ば
ビ
ジ
ョ
ン
に
掲
げ
て
い

る
日
本
唯
一
の
賑
わ
い
に
繋
が
っ
て
い
く
こ
と

と
思
い
ま
す
。

令
和
５
年
度
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令
和
6
年
1
月
18
日
（
木
）
と
り
ぎ
ん
文
化
会
館
で
行
わ
れ
た
1

月
例
会
は
、
例
年
通
り
臨
時
総
会
に
て
次
年
度
役
員
の
議
案
が
承
認

さ
れ
、
そ
の
後
に
例
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
は
こ
の
1
月
例

会
を
鳥
取
お
城
委
員
会
が
担
当
し
講
師
例
会
を
開
催
い
た
し
ま
し

た
。

　
講
師
と
し
て
お
招
き
し
た
の
は
、
照
明
デ
ザ
イ
ナ
ー
で
株
式
会
社

Ｌ
Ｅ
Ｍ
空
間
工
房
代
表
の
長
町
志
穂
様
で
す
。
長
町
様
は
全
国
各
地

で
数
々
の
灯
り
の
演
出
に
携
わ
り
、
鳥
取
城
跡
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
や

水
木
し
げ
る
ロ
ー
ド
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
な
ど
を
手
が
け
る
照
明
デ
ザ

イ
ナ
ー
で
す
。

　【
鳥
取
城
跡
の
魅
力
と
今
後
の
取
組
に
関
し
て
】
と
い
う
テ
ー
マ

で
、
そ
の
経
験
を
踏
ま
え
て
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
講
演
で
は
過
去
の
実
証
実
験
で
の
ビ
フ
ォ
ー
ア
フ
タ
ー
を
交
え
、

灯
り
を
駆
使
す
る
こ
と
で
全
国
の
町
、
温
泉
街
、
城
、
団
地
な
ど
が

ど
れ
ほ
ど
変
化
し
た
か
が
紹
介
さ
れ
、
参
加
者
は
そ
の
結
果
に
驚

き
、
灯
り
の
力
に
魅
了
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
長
年
の
経
験
の
中
で
長

町
様
自
身
が
鳥
取
城
跡
へ
灯
し
た
灯
り
が
と
て
も
素
晴
ら
し
く
、
唯

一
無
二
だ
と
感
じ
る
と
の
ご
紹
介
も
あ
り
、
地
元
住
民
で
あ
る
青
年

部
の
メ
ン
バ
ー
も
改
め
て
鳥
取
城
跡
の
魅
力
を
再
確
認
し
、
今
後
の

鳥
取
城
の
早
期
実
現
へ
向
け
た
取
り
組
み
に
つ
な
が
る
こ
と
を
期
待

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

鳥
取
お
城
委
員
会
　
委
員
長
　
岸
本 

夕
子会場の様子

LEM空間工房 長町様講演会

　
令
和
6
年
1
月
7
日
（
日
）
に
ノ
ル
デ
ェ
ー
運
動
「
バ
ス
グ
ル
メ

ツ
ア
ー
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
ツ
ア
ー
は
、
鳥
取
県
東
部
の

路
線
バ
ス
が
ス
マ
ホ
ア
プ
リ
で
チ
ケ
ッ
ト
購
入
す
る
と
楽
々
1
日
乗

り
放
題
と
な
る
ノ
ル
デ
チ
ケ
ッ
ト
を
利
用
し
た
バ
ス
旅
で
す
。
さ
ら

に
ノ
ル
デ
チ
ケ
ッ
ト
を
利
用
す
る
と
、
東
部
各
地
の
全
35
店
舗
で
お

い
し
い
特
典
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

　
当
日
は
、
秋
開
催
の
公
共
交
通
フ
ェ
ス
タ
実
行
委
員
会
メ
ン
バ
ー

が
集
ま
り
、
9
時
半
に
鳥
取
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
を
出
発
し
て
若
桜
駅

前
へ
、
若
桜
駅
前
の
太
田
酒
造
や
Ｕ
Ｒ
Ｕ
Ｗ
Ａ
Ｓ
Ｈ
Ｉ
な
ど
を
散

策
。
鳥
取
駅
に
戻
る
と
次
は
吉
岡
温
泉
へ
、
は
や
し
焼
肉
店
や
足
湯

を
満
喫
。
二
回
の
ワ
ク
ワ
ク
乗
り
換
え
を
し
て
白
兎
神
社
へ
。
白
兎

海
岸
を
眺
望
し
、
千
代
水
の
ラ
ー
メ
ン
吉
岡
屋
へ
。
そ
し
て
最
終
の

鳥
取
駅
に
帰
り
、
お
疲
れ
飲
み
で
締
め
括
り
。
バ
ス
旅
を
大
満
喫
し

た
1
日
と
な
り
ま
し
た
。

　
今
回
の
バ
ス
旅
で
は
、
同
じ
ノ
ル
デ
チ
ケ
ッ
ト
を
利
用
さ
れ
て
い

た
観
光
客
と
の
出
会
い
、
各
地
で
の
美
味
し
い
グ
ル
メ
、
改
め
て
街

歩
き
を
す
る
と
数
々
の
発
見
が
あ
り
ま
し
た
。
少
子
高
齢
化
が
進

み
、
公
共
交
通
の
在
り
方
が
問
わ
れ
て
い
ま
す
。
実
際
、
バ
ス
に
乗

る
こ
と
で
魅
力
、
便
利
さ
や
不
便
さ
、
街
の
現
状
を
感
じ
る
事
が
で

き
ま
し
た
。
今
後
も
フ
ェ
ス
タ
だ
け
で
は
無
く
、
地
域
を
巻
き
込
ん

だ
公
共
交
通
へ
の
取
り
組
み
に
繋
げ
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

政
策
提
言
委
員
会
　
副
委
員
長
　
岸
本 

雄
司

　
当
日
は
大
雪
の
た
め
急
遽
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
に
変
更
い
た
し
ま
し

た
。
ア
チ
ー
ブ
メ
ン
ト
株
式
会
社
の
筒
井
庸
丞
様
に
よ
る
講
演
を
聞
く

だ
け
で
な
く
、
参
加
者
同
士
の
4
人
一
組
の
テ
ー
ブ
ル
シ
ェ
ア
を
テ
ー

マ
ご
と
に
挟
む
た
め
商
工
会
議
所
で
の
席
配
置
図
を
用
意
し
て
お
り
ま

し
た
が
、
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
の
機
能
で
行
い
ま
し
た
。
な
ん
で
も
実
現
で
き
る

と
し
た
ら
何
を
達
成
し
た
い
か
？
の
問
い
や
、
参
加
メ
ン
バ
ー
の
経
営

理
念
の
話
な
ど
、
普
段
し
な
い
話
題
で
お
互
い
の
考
え
や
課
題
を
知
れ

た
こ
と
が
学
び
に
な
り
、
有
意
義
な
時
間
で
し
た
。
Ｙ
Ｅ
Ｇ
会
員
同

士
、
こ
の
よ
う
な
話
題
を
す
る
機
会
を
作
っ
て
い
け
た
ら
さ
ら
に
素
敵

な
会
に
な
る
と
思
い
ま
し
た
。
最
後
の
質
疑
応
答
の
際
に
、
ど
れ
も
質

の
高
い
質
問
が
続
き
ま
し
た
。
夢
は
私
欲
、
志
は
公
益
。
志
が
入
っ
て

い
る
理
念
が
良
い
と
い
う
回
答
が
特
に
学
び
に
な
り
ま
し
た
。
あ
っ
と

い
う
間
の
2
時
間
で
し
た
。
Ｙ
Ｅ
Ｇ
は
お
互
い
に
学
び
合
え
る
ポ
テ
ン

シ
ャ
ル
の
高
い
組
織
な
の
で
、
今
度
は
も
っ
と
多
く
の
参
加
者
で
リ
ア

ル
開
催
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
広
報
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
委
員
会

　
　
　
　
　
委
員
長
　
太
田 

哲
平勉強会タイトル

zoom集合写真

待合所にて

乗車の様子

鳥
取
お
城
委
員
会
担
当
例
会
開
催

鳥
取
お
城
委
員
会
担
当
例
会
開
催

ノ
ル
デ
ェ
ー
運
動

「
バ
ス
グ
ル
メ
ツ
ア
ー
」開
催

ノ
ル
デ
ェ
ー
運
動

「
バ
ス
グ
ル
メ
ツ
ア
ー
」開
催

「
儲
か
る
企
業
に
理
念
あ
り

〜Let’s

チ
ャ
レ
ン
ジ
！
！
！
ビ
ジ
ョ
ン
で

会
社
を
ハ
ッ
ピ
ー
に
☆
彡
〜
」
勉
強
会
開
催

１月25日
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12
月
20
日
（
水
）、
鳥
取
商
工
会

議
所
で
12
月
例
会
を
開
催
し
ま
し

た
。
講
師
に
（
一
社
）
山
陰
三
ッ
星

マ
ー
ケ
ッ
ト
代
表
・
渡
世
唱
子
氏
を

迎
え
、「
お
繋
ぎ
し
ま
す
―

あ
な
た
の
と
き
め
き
を
も
っ

と
形
に
」
と
題
し
て
お
話
し

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
渡
世
氏
は
、
移
住
定
住
促

進
を
目
的
と
し
た
鳥
取
県
主

催
の
ワ
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
に

参
加
し
た
際
、
移
住
者
に

と
っ
て
魅
力
的
な
暮
ら
し
を

実
現
す
る
た
め
の
仕
掛
け
と

し
て
「
と
き
め
き
マ
ル
シ
ェ
」

を
提
案
。
新
た
に
事
業
を
始

め
た
い
移
住
者
ら
が
出
店
・
参
加
で

き
る
マ
ル
シ
ェ
と
し
て
立
ち
上
げ
、

女
性
な
ら
で
は
の
目
線
で
様
々
な
企

画
の
検
証
や
改
良
を
行
い
、
現
在
の

「
山
陰
三
ッ
星
マ
ー
ケ
ッ
ト
」
が
誕

生
し
た
そ
う
で
す
。

　
山
陰
三
ッ
星
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
は
、

次
の
三
つ
の
基
本
概
念
が
あ
り
ま

す
。
ま
ず
一
つ
目
は
チ
ャ
レ
ン
ジ
を

サ
ポ
ー
ト
す
る
こ
と
。
二
つ
目
は
、

デ
ザ
イ
ン
を
大
切
に
す
る
こ
と
。
三

つ
目
は
、
時
代
に
合
わ
せ
た
変
化
を

取
り
入
れ
る
こ
と
で
す
。
渡
世
氏
は

こ
れ
を
軸
と
し
て
、
チ
ャ
レ
ン
ジ

シ
ョ
ッ
プ
の
運
営
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用

し
て
話
題
性
を
創
出
す
る
な
ど
、
更

な
る
魅
力
向
上
に
つ
な
が
る
よ
う
幅

広
く
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
特
に
コ
ロ
ナ
禍
で
は
、
地
元
の
農

家
や
加
工
業
者
と
飲
食
店
を
繋
い
で

お
弁
当
を
販
売
す
る
「
い
い
！
Ｂ
ｅ

ｎ
ｔ
ｏ
」
事
業
に
取
り
組
ま
れ
ま
し

た
。
こ
れ
は
、
生
産
・
加
工
の
過
程

で
出
た
フ
ー
ド
ロ
ス
食
材
を
飲
食
店

に
提
供
し
、
そ
の
食
材
を
使
っ
た
弁

当
を
販
売
す
る
事
業
で
、
現
在
も
続

く
人
気
の
事
業
と
な
り
ま
し
た
。

　
今
後
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
よ
う
な
開

放
的
で
オ
シ
ャ
レ
な
マ
ル
シ
ェ
を
目

指
し
て
事
業
を
展
開
し
て
い
き
た
い

と
の
こ
と
で
す
。

　
私
た
ち
は
日
々
の
忙
し
さ
の
中
で

「
と
き
め
き
」
を
忘
れ
が
ち
で
す
が
、

些
細
な
も
の
で
も
自
分
の
と
き
め
く

気
持
ち
に
素
直
に
従
っ
て
動
い
て
み

る
と
、
色
々
な
発
見
や
出
会
い
に
繋

が
る
か
も
し
れ
な
い
と
感
じ
ま
し
た
。

2024 2 FEBRUARY

女性会だより  

◆◆
1212
月
例
会
開
催

月
例
会
開
催

　「
お
繋
ぎ
し
ま
す

「
お
繋
ぎ
し
ま
す

　
　
　
―
あ
な
た
の
と
き
め
き
を
も
っ
と
形
に
」

　
　
　
―
あ
な
た
の
と
き
め
き
を
も
っ
と
形
に
」

例会の様子

講師の渡世氏

第47回チャリティーバザー
収益金の一部を寄付

　１月19日（金）、鳥取ダルクに第47回チャリティー

バザー（令和５年11月16日実施）の収益金の一部を

寄付しました。

　鳥取ダルクは、薬物・アルコール依存症で苦しん

でいる方の回復支援施設です。

　チャリティーバザーにご協力いただきました皆様

に会員一同感謝申し上げます。
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《イベントレポート》 

日々の暮らしをちょっと楽しくするハンドメイドや自分を労わるセルフケアなどについて、ゆるっと学ぶワークショップイ

ベントを 2日間実施しました。 

一日目のワークショップメニューは、「曲げわっぱ弁当箱」と「コーヒーフィルターホルダー」を作る二つの講座。 

「曲げわっぱ弁当箱」は、智頭杉を使って“曲げ”・“接着”・“研磨”の作業を行いましたが、木材を「曲げる」という普段

なかなかできない体験は、ドキドキしつつも皆さん楽しんでいただけたようでした。後半は、講師が曲げわっぱの技法を学ん

だ名産地秋田での、暮らしに溶け込んだ曲げわっぱの使い方の話なども聞きながら黙々とヤスリがけをし、完成した弁当箱に

「大満足！」「家族の分も作ってみたい」「また作りたい」など嬉しいお声をたくさんいただきました。 

 

＊＊＊＊WWOORRKKSSHHOOPP  ＊＊＊＊ 
１１日日目目（（１１２２月月９９日日））  

『智頭杉でつくる曲げわっぱ弁当箱♪』 
講師：天川敏之さん（智頭農林高校教諭） 

『ワイヤーでつくるｺｰﾋｰﾌｨﾙﾀｰﾎﾙﾀﾞｰ』 
講師：rico:e さん 

パパレレッットトととっっととりり市市民民交交流流ホホーールル（鳥取市弥生町３２３－１）  TTEELL  00885577--3399--22555555    FFAAXX  00885577--3399--22555500  https://palettehall.jp

令和５年１２月９日（土）・１０日（日） 

パレットとっとり市民交流ホール 

市民交流ホールコラボ企画 Vol.110 

暮暮ららししののワワーーククシショョッッププ  ゆるっと 

 

二日目は、「椅子ヨガ」と「簡単フレンチ」

の２つの講座でした。 

「椅子ヨガ」では、会場内も音楽とアロマ

でリラックスムードの中、椅子に座ったまま

でできる“呼吸を意識した体の動かし方”を

ヨガインストラクターのヨガマイマイさんに

教わりました。心地良い空間の中でのヨガ体

験に、ヨガが初めての人もそうでない人も

「心身ともにとてもリラックスできた」「固く 

 

「コーヒーフィルターホルダー」では、飾り

の部分もワイヤーで文字を作ることに挑戦！

ワイヤーとペンチ、ヤットコなどの工具を使

う慣れない作業に苦戦しつつも、講師たちと

の会話を楽しみながら終始和やかに工程が進

んでいきました。今回はベース部分もワイヤ

ーだけではなく、クロモジや桜の枝を使っ

て、それぞれ個性あふれる素敵なホルダーが

完成していました。 

なっていた背中回りがほぐれるのがよくわかった」「自宅でもやっていきたい」などの感想が多く聞かれました。 

もう一つの講座「家庭できるかんたんフレンチ」では、フレンチのプロに教わりながら身近な食材と調味料で出来るオード

ブル、スープ、メインの３品を作り上げました。参加者のみなさんは日頃から家庭で料理を作り慣れている方も多くいらっし

ゃいましたが、「卵のゆで方も勉強になった」「素材の味がしっかり味わえた」「ポイントを大切に手間をおしまないのが美味

しいコツ。家でもやってみます」など美味しくするコツの発見があったようでした。 

 今回はどのワークショップでも初めて体験するという方が多くいらっしゃいましたが終わった後には「更に興味が出た」

「またやりたい」などの感想をいただき、満足いただけたご様子で 2日間とも楽しく有意義な時間になったようでした。 

ご家庭でのコーヒータイムにも、このホルダーを見てほっこりしていただけると嬉しいと思います。 

 

＊＊＊＊WWOORRKKSSHHOOPP  ＊＊＊＊ 
２２日日目目（（１１２２月月１１００日日））  

『椅子ヨガでリラックス＆リフレッシュ』 
講師：ヨガマイマイさん（ﾖｶﾞｲﾝｽﾄﾗｸﾀｰ） 

『家庭で出来るかんたんフレンチ』 
講師：奥平常男さん（「ﾋﾞｽﾄﾛﾌﾗｲﾊﾟﾝ」ｵｰﾅｰｼｪﾌ） 
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編　集　室
　

◆
梅
の
開
花
だ
よ
り
が
聞
か

れ
る
時
期
に
な
り
ま
し
た
。「
立

春
」
を
過
ぎ
て
暦
の
上
で
は
春
。

ぽ
か
ぽ
か
と
し
た
日
差
し
が
待

ち
遠
し
い
で
す
◆
そ
ん
な
冬
の

寒
さ
が
終
わ
り
か
け
る
時
期
に

開
幕
す
る
「
Ｊ
リ
ー
グ
」。
表

紙
写
真
は
、
今
月
25
日
（
日
）

に
開
幕
戦
を
迎
え
る
ガ
イ
ナ
ー

レ
鳥
取
か
ら
提
供
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
◆
ホ
ー
ム
ゲ
ー
ム

初
戦
は
第
３
節
の
３
月
10
日

（
日
）、
鳥
取
市
蔵
田
の
Ａ
ｘ
ｉ

ｓ
バ
ー
ド
ス
タ
ジ
ア
ム
で
行
わ

れ
る
「
テ
ゲ
バ
ジ
ャ
ー
ロ
宮
﨑
」

戦
。
Ｊ
２
昇
格
を
目
指
す
ガ
イ

ナ
ー
レ
鳥
取
を
応
援
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
！�

（
Ａ
）

鳥
取
県
立
博
物
館
　

　
企
画
展
の
ご
案
内

　
根
本
展
実
行
委
員
会
（
鳥
取
県
立

博
物
館
、
山
陰
中
央
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン

放
送
㈱
）
は
、
企
画
展
「
生
誕
２
０

０
年
根
本
幽
峨
」
を
次
の
通
り
開
催

し
て
い
ま
す
。

　
▼
会
期
―
３
月
20
日
（
水
・
祝
日
）

ま
で
▼
開
館
時
間
―
午
前
９
時
～
午

後
５
時
（
入
館
は
閉
館
の
30
分
前
ま

で
）
▼
会
場
―
鳥
取
県
立
博
物
館
第

１
・
第
２
・
第
３
特
別
展
示
室
▼
休

館
日
―
毎
週
月
曜
日
▼
観
覧
料
―
一

般
７
０
０
円
（
団
体
・
大
学
生
・
70

歳
以
上
は
５
０
０
円
）
▼
問
い
合
わ

せ
先
―
鳥
取
県
立
博
物

館
（
℡
０
８
５
７
―
26

―
８
０
４
２
）

ＡＮＡからのお知らせ

355日前から予約可能!！
おトクな割引運賃

くわしくは
WEBサイトへ▼

ANA からのお知らせ

おトク
4 4 4

な割引運賃

ANA VALUE・ANA SUPER VALUEは
最大355日前から予約可能！

355日前から予約可能!！
おトクな割引運賃

くわしくは
WEBサイトへ▼

ANA からのお知らせ

パ
レ
ッ
ト
と
っ
と
り 

市
民
交
流
ホ
ー
ル

　
　

利
用
予
定
表　
　
　
　
　
　

パ
レ
ッ
ト
と
っ
と
り
市
民
交
流
ホ
ー
ル

　
〒
６
８
０
―
０
８
３
２
　
鳥
取
市
弥
生
町
３
２
３
―
１

　
TEL
０
８
５
７
―
39
―
２
５
５
５
　

FAX
０
８
５
７
―
39
―
２
５
５
０

　
利
用
時
間 

９

：

00
～
22

：

00

日
に
ち

利　

用　

内　

容

２
／
24
㈯

フ
ラ
メ
ン
コ
・
レ
ッ
ス
ン

28
㈬

講
演
会

３
／
９
㈯

フ
ラ
メ
ン
コ
・
レ
ッ
ス
ン

13
㈬

鳥
取
市
観
光
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
協
会

第
５
回
理
事
会

16
㈯

フ
ラ
メ
ン
コ
・
レ
ッ
ス
ン

　
　
　
　
※
利
用
予
定
は
変
更
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
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４
　
仕
事
始
め
式

５
　
新
年
祝
賀
会
、
叙
勲
・
褒
章
受
章
者
祝
賀

会

９
　
青
年
部
政
策
提
言
委
員
会
・
鳥
取
お
城
委

員
会

10
　
企
画
政
策
委
員
会
▽
鳥
取
市
観
光
大
学
講

義
▽
青
年
部
会
員
増
強
委
員
会
・
ビ
ジ
ネ

ス
委
員
会

11
　
青
年
部
広
報
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
委
員
会

12
　
青
年
部
ま
ち
な
か
活
性
化
委
員
会

16
　
金
融
相
談
会
▽
ロ
ー
カ
ル
フ
ー
ド
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
特
別
委
員
会
正
副
委
員
長
会
議

▽
青
年
部
５
役
会
・
次
年
度
総
務
委
員
会

17
　
日
商
各
種
委
員
会
（
18
日
も
、
Ｗ
ｅ
ｂ
）

18
　
日
商
常
議
員
会
（
Ｗ
ｅ
ｂ
）
▽
商
工
会
議

所
観
光
推
進
研
修
会
（
19
日
も
、広
島
市
）

▽
青
年
部
例
会

19
　
鳥
取
市
観
光
大
学
講
義

23
　
確
定
申
告
研
修
会
（
24
日
も
）
▽
青
年
部

理
事
会

25
　
青
年
部
理
念
浸
透
委
員
会

26
　
パ
レ
ッ
ト
と
っ
と
り
三
者
協
議
会

29
　
障
が
い
者
雇
用
に
係
る
経
済
団
体
へ
の
求

人
要
請
（
鳥
取
市
長
ほ
か
）
▽
と
っ
と
り

観
光
ビ
ジ
ョ
ン
策
定
特
別
委
員
会

30
　
青
年
部
政
策
提
言
委
員
会

31
　
コ
ン
パ
ク
ト
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
推
進
特
別

委
員
会

 

事
務
局
日
誌 （
　
）
１
月
抜
粋

定例金融相談会のご案内
　定例金融相談会は、㈱日本政策金融公庫鳥取支店のご協力をいただき、皆さまの事業資金調達等の金融ニー
ズに迅速に対応するため毎月開催しています。ご希望の方は下記まで電話でお申し込みください。

　１．日　時　　３月19日（火）午前10時〜12時
　２．会　場　　鳥取商工会議所　会議室
　３．内　容　　事業資金等の借入相談（㈱日本政策金融公庫職員との直接面接）
　４．お申し込み・お問い合わせ　　　鳥取商工会議所 経営支援部 経営支援一課
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 TEL：0857－32－8005　FAX：0857－22－6939

多機能・高品質最新鋭設備でニーズに対応する段ボールメーカー

　　　　　　　  日  段  株  式  会  社
　　　　　 ・本社工場　 鳥取県鳥取市古海５３１� TEL：0857-26-1011 　

　　　　　 ・出石工場　 兵庫県豊岡市出石町宮内412-1� TEL：0796-52-5534 　

　　　　　 ・安来工場　 島根県安来市佐久保町496-6� TEL：0854-23-7711 　

　　　　　 グループ会社

　　　　　　 日段商事株式会社 鳥取県鳥取市富安1丁目74-3� TEL：0857-27-8320 　

株式会社

◆鳥取本店　　 鳥取市南栄町11　　   TEL（0857）53-5000
◆米子営業所　 米子市両三柳2406-2　 TEL（0859）22-2251

http://www.inpaku.co.jp/



詳しい
情報は
こちら

国税の納付は、金融機関や税務署の窓口に行く必要がない

ｅ Ｔ から簡単な方法で口座引落しによ
り納付する方法です。１１ ダイレクト納付

鳥取税務署
日本銀行松江支店

２２ 振替納税 毎年の確定申告等に係る国税を口座引落し
により納付する方法です。

３３
インターネット
バンキング等

インターネットバンキング、モバイルバン
キング又はＡＴＭから納付する方法です。

４４
クレジット
カード納付

お手持ちのクレジットカードを利用して
納付する方法です。

５５
スマホ
アプリ納付

払い（○○ペイ）を利用して納付する
方法です。

「キャッシュレス納付」をご利用ください！

日本銀行鳥取事務所

〒680-8566 鳥取市本町３丁目201
TEL（0857）26-6666 FAX（0857）22-6939

URL http://www.tottori-cci.or.jp

（Tottori Chamber of Commerce & Industry）
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地域 ･経済振興部
総　務　課 32-8002

経営支援部
経営支援一課 32-8005

経済振興課 32-8003 経営支援二課 32-8005
地域振興課 32-8004 農商工連携推進事業 32-8005

鳥取産業会館·鳥取商工会議所ビルに車でお越しの方は､会館北側駐車場をご利用ください｡最初の30分
は無料ですが､それ以降は1時間ごとに100円が必要です｡駐車サービス券の発行はテナント事業所に
よって異なりますので､当該事業所にご確認ください｡

駐車場ご案内


